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「古代史の中で、 よく知っている人物 を一人あげて ください」 と尋ね られれば、

多 くの人が 「聖徳太子」の名前をあげるに違いない。なぜか と言 うと聖徳太子 とい

えば、古代史の英傑 とい う印象があるか らである。

では、聖徳太子の何 が偉 いのかと聞かれれば、意外に答 えに窮す るのではあるま

いか。 日本でも、ロシアで も、少 し歴史の成績が良か った人な ら、 「憲法十七条」

や 「冠位十二階」の制定、そ して 「遣隋使の派遣」 とい う、それ こそ教科書通 りの

答 えをするに違いない。

聖徳太子 について語ることは 日本古代史について語 ることである。

1868年 以降、 日本では聖徳太子について、三百冊以上の本、一千以上の論文が執

筆 された。残念 なが ら、ロシアでは聖徳太子に対す る科 学的 関心はあま り高 くな

い。特別な本 は一冊 もな く、幾つかの論文によってだけ、彼の功績が分析 され てい

る。メシャ レコフ教授だけが聖徳太子の歴史的肖像 の作成 を試み られている1。

それに して も、そ の実像が曖昧模糊 として多 くの謎 に包 まれている人物 も珍 し

い。 それが ゆえに、近年 にな り、 これ ら聖徳太子の業績 は、 どこまで真実だ った

か、 じつに怪 しい、といわれるようになったのであろ う。事実、聖徳太子 を巡る謎

は多い。 ここで幾つかの謎 について述べたい。 日本ではこの謎は詳細 にわた り議論

されているが、ロシアの学会での議論 は殆 どないか らである。

1 太子はウマヤ ド皇子 と名付け られた。 この名前の由来は古来一つの謎 とさ

れている。

彼 には幾つかの名前があった。 ウマヤ ド皇子 、=豊聡 耳聖徳 ・豊:聡耳 ・法大王、上

宮 ウマヤ ド、聖徳太子、等である。 ウマヤ ド皇子同様 、馬小屋で生まれた偉人 とい

えば、す ぐにキ リス トを思い出す。ネス トリウス派のキ リス ト教、中国の景教一 キ

リス トのキを景 に当ててキ教 といってい るのだが一その影響 のなかで、キ リス トの

出生譚が聖徳太子の上にも及んでいるのではないか とい う説 が久米邦武氏以降、出

されている。

た しかに、 このことを見過 ごす ことはできない。 しか し、馬小屋で生まれたのは

キ リス ト教 の話 のなかだ けだと決めて しま うの もまた短絡的であろ う。 中西進教授

は 「王妃 と馬の交接」 とい う論文 を書 かれている。その論文では、イン ドの古い祭

が一番典型的な もの とされ、王妃は馬 と一夜 を共にす る。それが国家最大の儀式に

な り、そのことによって国家が繁栄す ると考 えられている。

それ は古代の世界ではグローバルに広がっていたもの らしい。キ リス ト生誕は、

この最大の密儀に結びつ けることによって、権威化 された。馬が相手だか ら、夫は

いないのが当然で、夫がないにもかかわ らず、子供が生まれたことが聖母マ リアの

信仰 につながる。

このよ うなことか ら考 える と、聖徳太子の出生に当たって、やは り馬 と聖なる女
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姓 との婚姻 とい う、今 ではすでに古代 の帳の中に隠されて しまった古代最大の密儀

の投影があったのだろう。

中西氏は、結論 として、それを、キ リス ト教を通 して 『日本書紀』に受容 された

とい うこともあるかもしれないが、必ず しもそ うと限 らずに考えるべきであろ うと

述べている。聖徳太子の名前については、後で詳 しく述べることとする2。

2「 憲法十七条」 と 「冠位十二階」 の謎。

日本の国家制度 を整 える、 「憲法十七条」 と 「冠位十二階」は聖徳太子の政治的

な実績 として最 も代表的なもの とされているが、果た してそ うなのか、これを疑 う

説がある。例 えば、ある研究者 は 「大 臣の馬子が中心になって推進 したもの」 では

ないか、 と述べ る。

「憲法十七条」は今 日考 えられ るよ うな罰則 を ともな う法律ではな く、いわば政

治 を進 めてい くうえでの儒教や仏教や法家 の思想 に基づ く徳 目をあげた ものであ

る。 『書紀』には明確 に太子作 と書かれてい るが、津:田左右吉氏条文のなかに 「国

司」のよ うな律令制の時代 にな らない と使われない言語があることな どか ら、太子

の作ではな く 『書紀』編集者が作文 したものである、 との説 を展開 してい る。 ま

た、ある研究者 は、 「憲法十七条」は太子 自身が起草 したものではな く、中国の書

物か ら、適当な文書を拾い集めて起草 したもの と見てい る。

太子 の摂政 としての仕事も謎である。彼 は593年 に摂政 に任 じられた ことになっ

てい るが、実際、聖徳太子の政治活動が本格的 に開始 され るのは600年 の遣隋使 か

らである。それはなぜか。10年 間、何 をしていたのか。

もう一つの謎は、偉大な政治家である聖徳太子の名前は 『書紀』には605年 か ら

622年 まで5回 しか上げられていない。

しかしなが ら、 「憲法十七条」は、今 日の学会で も太子作 とす る説が有力で、太

子の名誉は何 とか維持できそ うである。

3遣 隋使 の派遣をめぐる謎。

日本が 中国の隋帝 国へ遣隋使 を派遣 したのは、聖徳太子 の発案であ るとされ 、

『日本 書紀』 では最初 の派遣 を607年 の こと と してい る。 しか し、 中国の正史

『隋書』 には倭王 として登場 し、その うえ、これ より7年 前に使節 がやってきた と

書かれてい る。 『日本書紀』が7年 前の遣隋使 を記述 しなかったのはなぜ か。中国

側 に登場す る 「倭 王」は太子か、馬子か、推古女帝か、謎 は多い。 「日出ず る処の

天子、国書を 日没す る処の天子に送 る、恙なきや」 とい う有名 な表現だ。聖徳太子

はこの言葉 を書いたか どうか。疑問が残 る。

4三 経義疏 と法隆寺の謎。

た とえば、 『日本書紀』のなか に太子が 『三経義疏』 を作った とい う記述 はな

い。 『書紀』 には太子が推古天皇に 「二経」を講義 したことは書かれているものの

『三経義疏』 を作った とい う記述 はない。 これがなんとも不思議である。法隆寺 は

670年 の火災で全焼 し、現在 の法隆寺はその後 に再建 されたもの とされ るが、 『書

紀』 には太子が再建前 の元の法隆寺 を建てた とい う記録 がない。法 隆寺の謎 は多

く、これ は別 のテーマである。
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5 太子の死をめ ぐる謎 もある。

例 えば、太子が49歳 でなくなったのは、 『書紀』では621年 となっているが、他

の資料では、すべ て、622年 とされている。 どち らが正 しいのか。死の原因につ い

て 『書紀』は何 も語 らない。 なぜ 『書紀』は沈黙す るのか。彼 は彼の妃 といっ しょ

に亡 くなってい る。病気だ ったのか、 自殺 だった のか。亡 くなる前 に太子は妃 に

「私は今夜あの世へ行 くだ ろう、おま えも私 と一緒 にくるが良い」 と言 った。不思

議 なのは殯は とても短かった。普通は場合 によっては1年 も殯が行われ ることがあ

る。短い殯は異常な死の場合にだけ行われた。病気説 と自殺説を結びつ けて、太子

は病気を苦に自殺 したと説 く人 もいる。 これ には深い分析が必要である。

6 太子の 「聖化者」になる謎。

太子の外に、 日本 の政治家の中に 「聖者」は一人 もいなかった。 この謎について

もっと詳 しく話 したい。

多 くの人が聖徳太子 を聖人だと思 うであろ う。太子が急死 した後、国民は泣 き、

農民たちは手を休め、稲をつ く女は杵 を止めた。聖徳太子は皇太子だったが即位 し

たわけではない。歴代の天皇でもここまで 「神扱い」 された人物は他に例がな く、

その理 由がよ く分 か らない。 だか ら、聖徳 と呼んでいる。 しか し、違 う意見 もあ

る。 「聖徳太子 は怨霊である」一哲学者梅原猛氏は断言 した。1972年 に出版 された

厂隠 された十字架」のテーマは明快 である3。 同書はベ ス トセ ラーになったが、歴

史学会のみな らず宗教界においては、当然否定的な意見もある。

に もかかわ らず、643年 太子の子孫23名(一 説 には22名)、 一族全員が死に追い

や られたのである。 自殺であるが、事実上は惨殺 といってもよい。偉大な人物 は悲

劇的な最期 を遂げると怨霊になる と日本人は信 じてきた。 しか し、神 として手厚 く

祀 るこ とに よって怨霊 は守 り神 になる。怨霊 を祀 るのは神社で あったが、梅原氏

は、聖徳太子の寺、法隆寺を、 「太子 の怨霊を鎮魂す るための寺」 と解釈 したので

ある。

梅原氏の功績は二つある。一つは太子 の復権で あ り、法隆寺の持つ意味を探 るこ

とである。も う一つ は当時、歴史学会を覆 っていた 『書紀』否定、合理主義 に押 し

つぶ されていた歴史観に対 して異をとなえたことであった4。

聖徳太子が 「聖徳」 とよばれ るよ うになった のは、上原和氏 の指摘す るよ うに

「如来の功徳の聖徳無量」、すなわち 「仏教」に由来す るのだろうか。

そ う思 わない研 究者 もいる。馬戸皇子は立派な皇子だった。仏教の理解者で、篤

信者で、 しかも人徳 あふれ る人だった、だか ら 「聖徳」 とされたのだ一このよ うな

考え方は、いわゆる 「合理的」な考 え方である。 「当た り前」のことだ。 「徳の」

ある立派な人 「聖徳太子」なのか。結論はまだ出 されていない。今後の考察 と議論

が不可欠である。

もし 「聖徳」 とい う 「諡」が、本 当に太子 の 「徳」 を讃えて贈 られたものだとす

れば、太子以後 に 「徳」の字を贈 られた人々は、やは り何 らかの意味で 「徳」があ

った人だ、とい うことになる。

しか し、それ には疑問も残 る。 もちろん諡号 などとい うのは、めったな人にお く

られ るものではない。聖徳太子は身分 としては皇太子だが、皇太子 で、諡号を贈 ら

れた人は歴史上珍 しい。殆 どの場合、天皇である。5

では、太子以後 の、諡号に 「徳」の字があ る天皇たちを調べてみると、実に六人

145



V・ コ ゼブ ニ コフ

しかない。孝徳天皇、称徳天皇、文徳 天皇、崇徳天皇、安徳天皇、順徳天皇 であ

る。実は、この他にも う一人いたのだが、この天皇のことはこの後で触れ ることに

する。この天皇は重大な鍵を握っている。

まず、先に述べた六人の 「徳」の字のつ く天皇たちについて考察 したい。

実 はこの六人が六人 とも、ま ともな死に方を していないのである。事実上殺 され

た人 もいれば、島流 しにあった人 もい る。 また、一見、幸福な生涯を送った よ うに

見えるが、実は 「無念の死」であ り、 「憤死」であると認め られる人もいる。

さらに、 この六人の天皇たちについて一人ずつ検証 したい。

孝徳天皇 一この人ほど屈辱的な 目に遭わ された天皇 も珍 しい。 暗殺 されたわけ

ではないが、ある意味で死にまさる屈辱を味わった気 の毒な天皇なのである。大化

の改新のあと天皇になったが、 中大兄皇子の傀儡だった。その他、中大兄皇子 は 自

分の妹を孝徳天皇に嫁がせた。 ところが中大兄 と間人 は、兄妹 であ りなが ら愛人 関

係にあったとされ る。最後は一人で難波で崩御 している。 どう考 えても 「徳のある

立派 な人」 とは思え一まい。む しろ 「不幸で、気 の毒な人」に 「孝徳」 とい う名前が

贈 られているのである。

二人 目は称徳天皇。 この人は女帝で ある。 「愛人」の弓削道鏡 を天皇に しようと

した天皇である。天皇には天皇族の血筋をひいた者 しかなれないのに、 この大原則

を破 って称徳女帝が寵愛する仏僧道鏡 を天皇の位に就 けようとしたいわば事件 であ

る。その途上、さまざまな障害 に遭い、ついにその念願をはたす ことなく死んだ と

い う。称徳女帝の死 は急であったため、暗殺であるとか、病気である とか、いろい

ろな説がある。 この場合 も不幸な生涯 の例である。

三人 目は文徳天皇である。彼は最愛の妃が生 んだ第一皇子を皇太子 にできなかっ

た。太政大臣藤原義房が、 自分の娘が生んだ第 二皇子 を皇太子に しろ と圧力をかけ

たか らである。若 くして急死 し、その結果、天皇家が、まだ少 しは保持 していた政

治の実権 を根 こそぎ奪 われて しまった不幸 な天皇であ る。彼 も 厂徳 がある立派 な

人」ではない。む しろ 「無念の死を遂げた不幸 な人」 なのである。そ うい う天皇 に

文徳 とい う諡号がお くられたのである。

次 に、崇徳天皇で ある。この人は本来説明す る必要 もないであろう。 この人が怨

霊で ある とい うことは、少 し日本歴史 を知ってい る人 にとっては、常識である とす

らい える。 にもかかわ らず、贈 られた諡号は崇徳なのである。

これでも 「徳」の字 と怨霊は関係ない、別 の言い方 をすれば、 「聖徳」は怨霊で

ない、 と主張す ることができるであろ うか。

あとの二人 の天皇について、安徳天皇は8歳 になったころ、壇 ノ浦の戦いの時に

崩御 した。 しか し、この若 い天皇は 「安徳」 と呼ばれているのである。

六人 目は順徳天皇である。彼 は鳥羽天皇の反幕府 のクーデターの後、流罪 され る

こ とになった。そ して順徳天皇は都へ帰ることなく、流罪地の佐渡で死んでいる。

だか らこそ彼は 「順徳」なのである。

しか し、一つの疑問がある。後鳥羽 と土御 門の両上皇も島流 しにされたにもかか

わ らず、 この二人は 「徳」をつけられ ることがなかった。

土御 門上皇 に関 しては、状況が少 し異 なる。彼は順徳上皇 とちがって、承久の乱

に関与 しなかったため、倒幕 を志 してはいなかったのだ6。 ゆえに、順徳上皇 には

厂徳」がつ き、土御門上皇には 「徳」が付かないのである。

では、後鳥羽はど うなのか。彼 は順徳 と同 じである。その上に、倒幕 の主謀者は

146



聖徳太子の謎

後鳥羽なのであるか ら、それ が失敗 した ことに対す る怨念は、順徳以上だろ う。そ

れ なのになぜ 「徳」がつかないのか。

実は、初めはついていたのである。彼 は死後4年 間 「後鳥羽」ではな く 「顕徳

(けん どく)院 」 と呼ばれていたのだ。 これは歴史上 の事実である。1239年 に 厂顕

徳」院の諡号が贈 られた。 ところが1242年 にその諡号が 「顕徳」か ら 「後鳥羽」へ

と改め られたのである。 これ は極 めて異例のことであった。何故、そのような異例

なことが行われたのか。井沢氏の考察 によれ ば、顕徳院の怨霊がタタリをな したか

らである。 この見解 は歴史辞典にも記 されてい る。

もちろん 「怨霊」 など一切信 じない人 もいるだろ う。 しか し、肝心なのは上皇の

死後、異変が起 こり、その異変は上皇の怨霊の仕業だ と信 じられていた、 とい う事

実である。怨霊の鎮魂の手段 としては 「神 として崇め祀 る」 とい う、極めてオーソ

ドックスな手段であった。

それ と共に行 われ たも う一つ の手段 があった。それが諡号 を改 めることであっ

た。 「顕徳」は 「徳 を顕す」なのだか ら極 めて良い名前だ とい う 「合理主義」にと

らわれてい るうちは、決 して 日本史 の真相 は見えない。では、 どう考えればいいの

か。簡単である。

当時の人々が怨霊 を鎮魂す るために、 「顕徳」か ら 「後鳥羽」に した、 とい うこ

とは、 「顕徳」 とい うのは一見良 さそ うだが実は悪い名前だと当時の人々が考えて

いたとい うことではないか。 「徳」 とい う字が 「無念 の死を遂げた怨霊にお くられ

る 「専用」の文字であった。いわば 「贈徳 の字方式鎮魂法」である。 ところがこの

「鎮魂法」、時代を下るに従 って、効力が薄れてきた。そこで、 「顕徳」は捨てら

れ 、 「後鳥羽」 とい うむ しろ平凡な諡がお くられた。 「贈徳の字方式鎮魂法」には

終止符 を打たれたのである。そ して、 これ 以後 「徳の字」天皇は一人 も出てい な

い。 となれば、この 「徳の字」方式 のそ もそもの始ま りである 「聖徳」太子が、怨

霊 と見 られていた こともまた、確実ではないだろ うか。なぜ、 「徳」 とい う字が、

怨霊の鎮魂するために使われたか とい う問いにたいす る、答 えに、時間がかかるか

と言 えば、簡単に答 えられ るのである。 中国的発想 と日本的発想の違いである。 中

国では一番重要なものに徳がある。 目本では一怨霊を鎮魂することである。

日本では怨霊が次々に発生 し、世 を惑わす、その ような怨霊は鎮魂 して 「御霊」

す なわち 「良い霊」に変 えなければな らない。 その悪霊か ら善な る神に転化 した

時、その転化 した人 をわれわれの祖先 は 「聖」 と呼んだらしい。っま り、 「聖」と

い うのは、本来怨霊 となるべき人が、善なる神に転化 した状態を表現 した文字だと

い うことである。

いずれ にせ よ、仏教や儒教でい う 「聖徳」 と 「聖徳太子」の 「聖徳」は似ている

ようで、実は違 うものではないか。

この謎 と、ここでは言及 しなかったその他の多 くの謎に基づいて、 「聖徳太子は

実在 しない」 と強調す る見解も現れ た。すなわち、 「聖徳太子な どとい う偉大な人

物は存在 しない。厩戸皇子 とい う凡人がいただけである」とい うことを意味する7。

こう主張す る人々は、太子の功績 といわれるものは殆 ど嘘である、故 に聖徳太子 と

呼ぶな どとはおこがま しいと、断 じたわけである。

この深 い謎を どうやって解 き明かせ ばいいのであろうか。聖徳太子 の謎 は、この

ように、やや長いスパ ンで古代史を見つ め直 していく必要性 を、われ われに求めて

い るのである。今後、 ロシア学会 もこの謎 の解決 に参加 していか なければな らな
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い。謎の究明にカ を注いでい く必要がある。
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